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身近な話題などお知らせください。情報をお待ちしています。
【問】企画課広報広聴係 （☎ 77・8425）

ちかどま ポートレ

　市民劇団「くもで座」の夏季公演が 7 月 29 日、水
の郷ホールでありました。今回上演した「風のメルヘ
ン」は、風の子 2 人がおとぎの国を旅しながら、さま
ざまな出来事に遭遇する物語。今回で 10 回目を迎え
る「夏休み小学生演劇教室」を 5 日間受講した児童
14 人もステージに登場しました。団員や児童たちは、
鬼の子や星の妖精、南国の住民などおとぎの国の登場
人物を熱演。歌やダンスが披露される場面では、来場
者から大きな拍手が送られていました。

技の楽しさ子どもに伝える
くもで座の公演に演劇教室の受講者出演

カエルに扮した児童が歌やダンスを披露する一幕カエルに扮した児童が歌やダンスを披露する一幕

演
　有明海沖の干潟で 7 月 30 日、沖祭りが開催され
ました。これは、1000 年以上前に、近隣の漁民との
いさかいを収めるために祈ったことが起源とされてい
ます。当日は六合校区の区長や鷹尾地区の総代会など
22 人が船に乗って有明海へ。干潮で現れた干潟の上
に竹などで祭壇を組み立て、地域で採れた作物などを
供えて神事を行いました。鷹尾東の古賀義

よしゆき

之区長は「こ
れから 1 年間、安全に漁業ができることを願っていま
す」と思いを語りました。

年続く豊漁・海上安全祈願
有明海沖の干潟で沖祭りが開催

夏らしい青空の中、干潟の上で行われた神事

千

つの山車、一堂に会す
中島地区で中島祇園祭り開催

共演では花火や演舞で多くの人が盛り上がった

４
　中島地区で 7 月 22 日、中島祇園祭りが開催されま
した。180 年ほど前から、無病息災や豊作豊漁を祈
願するために始まったと言われています。今回は 4 年
ぶりに大蛇山、踊り山、獅子山、殿さま行列が巡行。
また、初めて 4 つの山車が大高青果市場前で一堂に会
して共演しました。初めての催しを記録しようと、多
くの人がスマホをかざしていました。訪れた人は「4
つの山車がぶつかりそうな距離で、花火を吹いたり演
舞をしたりとすごい迫力だった」と驚いていました。

　8 月 8 日、皿垣コミュニティセンターでパステルア
ート教室がありました。チョークを粉にして、コット
ンや指でこするだけで簡単に絵を描くことができるパ
ステルアート。参加者は、書道家のタニーさん指導の
もと、海で泳ぐイルカを描きました。同じ題材にも関
わらず、参加者によってイルカの数や海の色が異なる
個性豊かな作品がいくつも完成。「好きな緑色と青色
を使って自由に描けたから楽しかった」と話す皿垣小
1 年の浦一

か ず さ

颯君の指はパステルに彩られていました。

性が出るのがアートの面白さ
皿垣コミセンでパステルアート教室

指やコットンなどで色合いを調整する参加者

個
　8 月 2 日、柳川「有明海」なんでん体験隊がむつご
ろうランドと周辺の干潟で実施されました。当日は市
内の小学生 22 人が参加。「やながわ有明海水族館」の
亀井裕

ゆうすけ
介館長から有明海に生息する生き物の話などを

聞いた後、干潟遊びをしました。干潟に入った児童た
ちは盛り上がり。全身を泥だらけになりながら生き物
を探しました。参加した東宮永小 4 年の橋本倫

り ん た ろ う
太郎さ

んは「ハゼやカニをたくさん見つけられて楽しかった」
と全身を泥だらけではしゃぎながら話してくれました。

潟にはまって大はしゃぎ
柳川「有明海」なんでん体験隊

見つけた生き物に興味津々な児童たち見つけた生き物に興味津々な児童たち

干

起田地区一帯に子どもだちの元気な声が鳴り響いた起田地区一帯に子どもだちの元気な声が鳴り響いた

　起田地区の伝統行事「盆
ぼんづな

綱」が８月６日に行われまし
た。五穀豊穣や無病息災などを祈願する同行事は、新型
コロナの影響で４年ぶりの開催。地元の子ども会や公民
館、老人クラブなど 60 人が参加しました。頭に縄の角
を巻いた子どもたちは、長さ 10 ｍの大綱を引きながら

「わっしょいわっしょい」というかけ声と共に、地区内
を練り歩きました。二ッ河小６年の馬場政

まさむね
宗さんは「み

んな病気をしないで、お米や麦が豊作になるといいな。
夏休みの思い出になりました」と話してくれました。

統行事を次世代へ継承
起田地区で「盆綱」４年ぶりの開催伝

　7 月 30 日、2023 柳川ソーラーボート大会が、か
らたち文人の足湯公園一帯で開催されました。４年ぶ
りとなった大会には、市内をはじめ、高知県や長崎県
などから 12 チームが参加。スラロームや周回レース
で熱戦を繰り広げました。結果は市内から出場の「チー
ム荒巻」がスラロームと周回レースの両種目で優勝。
海洋ごみ問題に取り組んでいるという高知県立須崎総
合高校は「この大会が環境について考えるきっかけに
なれば」と話しました。当日は専用のボードで掘割を
進むサップ体験や船の模型のラジコン操作なども行わ
れました。当日参加できるイベントが目白押しの秋の
水まつりは、10 月 29 日（日）に行われます。

夏の掘割を駆け抜ける
2023柳川ソーラーボート大会開催真

【上】１周 3.1 ｋｍのコースを３周する周回レース【上】１周 3.1 ｋｍのコースを３周する周回レース
【下】サップ体験は 10 月の水まつりでも実施予定【下】サップ体験は 10 月の水まつりでも実施予定


